
平成２６年３月議会  並木まさとしの一般質問 
教育行政  安心・安全な学校給食の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営政策行政  市有財産地の活用計画 

質問 市の財産は土地や建物・消防車などの物品・奨学資金貸付金などの債権・財政調整基金

や合併振興基金などの基金となっています。平成２４年度決算では水面貸付料などの財産貸付

収入と代替地などの不動産売払い収入を合わせ９,４００万円を超える歳入があります。 

 土地については遊休地を活用して事業を展開している自治体もある事から、本市においても

普通財産を自治会や団体などに貸し出し、有効活用を図るべきだと思いますが？ 

 

答弁 普通財産の平成１６年度から平成２４年度までの売却実績は１５６か所で６億９,５３１万円と

なっています。平成２０年度からの３年間で公有地と建物、賃貸借地を適正管理するための「公

有財産管理台帳システム」を整備し一元管理が可能となりました。 

今年度は鴻巣市鴻巣の土地１,１０７坪を約２億円で売却し、計画的に資産運用を図って参ります。 

市民や団体への貸し出しについては今後、慎重に研究して参りたいと思います。 

 

＊解説  行政財産と普通財産とは？  

行政財産・・・本庁舎・支所・学校・公園・市営住宅・保育所など 

普通財産・・・貸付地（鴻巣警察署・自治会館・ゴミ集積場など） 

公共事業代替地・雑種地・道路残地など 

 

                               

                                

                 私の議会報告「ナイスショット通信」は出会いを通じて 

皆さんのご意見・ご要望をお伺いするために毎回本人自ら 

お配りさせて頂いております。 

                お見かけした際には是非ともお声掛けください！ 

                

編集コラム いよいよ消費税が８％となりました。鴻巣市では様々な事業で３億４,０００万円の支出増となります。 

市には地方消費税交付金が１０億８,２００万円入る予定ですので、大切に使う施策も提案していきたいと思います。 

質問 この４月から小学校の全１９校で自校式給食が始まります。 

（改築中の吹上小は２７年度） 学校給食衛生管理基準で示されて 

いる調理体制や安全管理はどのように図られるのか？ 

 また、浜松市の集団食中毒（１５校が閉鎖・欠席児童６,７００人）を 

受けて、食中毒の予防について衛生管理の徹底は？ 

について 

 

 

 

 

答弁 食材は病原性大腸菌０－１５７検査を全調理施設で年２回・５品目を実施しています。 

衛生検査では検収された食材の安全管理、じんましん等を引き起こす化学物質量を測定す

るヒスタミン検査・放射性物質測定検査も毎月実施しています。 

調理従事者全員には毎月２回の細菌検査を実施していますが、より一層の衛生管理を図る

ために「鴻巣市学校給食衛生管理マニュアル」を一部改正し、取り組みを行っています。 

 

 

 

 


